
「提供 」表現 をめ ぐって

坂 本 恵

1は じ め に

の

先 に 「申 し出」表現について考察 した際,一 見すると 「申し出」表現が成

立する典型的な例 と考えられるけれ ども,実 際には 「申 し出」表現が使われ

ない場合があることに気がついた。それは,「 乗 り物の中で席を譲る」ような

場合(以 下,こ れを 「席譲 り」 とする)の 表現である。

「申 し出」表 現 の場 合,「 行 動」は 「自分」(J),「 決 定権」は 「相 手」

(A),「 利益」も 「相手」(A)と いう基本的構造 を持つため,典 型的には 「シ
2)

テアゲマ シ ョウカ」 とい う表現 にな る。た だ し,丁 寧 さの原 理 に よ って,「 相

手 」の 利 益 を明 示 せ ず に,「 シ マ シ ョ ウカ」に な る場 合 もあ り,ま た,場 合 に

よ っ て は 「決 定権 」 をr自 分 」 に設 定 す る こ とに よっ て,「 自分 」が行 動 す る

こ とは当 然 だ とい うこ とを表明 す る 「シマス ・シマ シ ョウ」 とい う表現 にな

る場合 もあ る。

これ を 「席譲 り」の場 合 に当て はめて考 える と 「(私が)席 を譲 りま し ょ う

か?」,ま た は 「席 を譲 りま し ょう/譲 ります 」 に な る。 あ る い は,「 席 を譲

る」 とい う表 現 で な く,直 接 的 に 「自分 」 の 行 動 は 「立 つ」 とい う動作 で あ

るか ら,こ れ を使 っ て,「 立 ち ま し ょ うか?」 「立 ち ま し ょ う/立 ち ます 」 な

ど とい う表 現 にす る ことも可能 であ る。
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しか しこれ らはあ ま りしっ くりしない表 現で あ り,実 際 に使 わ れ る とは言

い難 い 。 この よ うな場 面で実際 に どの ような表現が使 われ るか と考 えてみ る

と,一 般 的 に は 「座 っ て下 さい」 「お座 り下 さい」,あ るい は,簡 単 に 「どう

ぞ」とい う こ とに な るだ ろう。 この時 に用 い られ る 「～ て下 さいJ「 お～ 下 さ

い」 は,一 般 的 に は 「指 示 ・命 令 」 と して用い られ る もので ある。 それで は

い ったい 「席譲 り」の表現 は どの ように位 置づ け られ るのだ ろうか。 また,

「申 し出 」 とは異 な る 「席 譲 り」 は どの よ うな構造 を持 っているのだ ろ うか。

本稿で はそ うした点 について考 えてみたい。 また,「 席 譲 り」に関 す る行 動 及

び そ の表現 にについて も考察 してい くことにす る。

2「 席譲 り」表現の構造

「席譲 り」 とい うの は自分 の 「立 つ」 とい う行動 と,相 手 の 「座 る」 とい う

行 動 が連 続 的 に行 われ る もので ある。 しか もこの二つの行動 は全 く別個 の行

動で はな く,二 つ が いわ ばペ ア に な っ て行 わ れ るもので あ る。言 い換 えれば,

「座 席 に座 る権 利 」を私 は あ な た に与 える/あ な た は その権 利 を受 け,行 使 す

る,と い う裏 表 をな す二 つ の行 動 だ と見 る ことがで きる。 要す るに 「相手 」

も 「自分 」 も行動 す るが その行動 は異 なった もの で,し か も,裏 表 の 行 動,

一 方 の み で は あ り得 な い行 動 で あ るとい うことで ある。 この点 は,「 申 し出 」

とは決 定 的 に異 な る点 で あ る。
3}

これ を 「行動展 開表現」 の基本 的構造 とな る 「行動 」・「決定権 」・「利益 」

の観点 か ら,自 分 側 の行 動 ・相 手 側 の行 動 に分 けて考 えてみる ことにす る。

まず,「 自分 」の行 動 を考 え る と,自 分 の 「立 つ」 とい う行 動 は 自分 の意志

に よる行 動 なので あ り,相 手 が 決 め るわ けで は な い。 したが って,行 動 す る

か ど うか の 「決 定 権 」 は 「自分」 にあ るわ けであ る。 ただ し 「自分 」が立 っ

た として も,「 相 手 」が 「席譲 り」を受 け入 れず,座 らない と した ら自分 は何

の た め に立 ったかわか らな くなるわ けで,自 分 が 立 つ こ とに つ い て は 自分で
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決 め られ るが,そ の行 動 が相 手 に全 く関 係 が な いわ けで はない。「利 益」に関

して は明 らかに相手 にあ る といえ よう。 この よ うに 「席譲 り」 を 「自分」 の

行動 か らだ け見 る とこれ は 「行動J・ 決 定 権J・ 利 益A」 とな り,「 申 し出」

の構 造 と同 じ もの とな る。 「席譲 り」 が一 見 す る と 「申 し出」 と類似 す るの

は,「 自分 」 の行 動 と して み た場 合 であ るこ とがわか る。

次 に,こ れ を 「相 手 」の行 動 の点 か ら考 えてみ よ う。行動 は 「相 手」,相 手

が行 動 をす る か ど うか の決 定 権 は 「相手 」 にあ り,利 益 は 「相 手 」 にあ る。

これ は 「AAA」 で あ り,「 忠 告 ・助 言 」 の構 造 と同 じ もの になる。

以上,「 席 譲 り」 の構 造 を 「自分 」 の行動,「 相 手 」 の 行 動,そ れ ぞ れ の面

か ら見 て きた わ けだ が,そ れ ぞれ の認 識 を単 独 に表 現 し,そ れ を組 み合 わ せ

る と,「(ワ タ シガ)立 ッテ アゲ マ シ ョウカ?」 「(アナ タハ)座 ッタ方 ガ イ イ デ ス

ヨ」 とな る。しか し,も ち ろ ん この よ うな表 現 が実 際 にされ るわ けではない。

「席譲 り」が通常 の 「申 し出」や 「忠告 ・助 言」 と異 な るの は,「 自分 」 と

「相 手 」の行 動 が 同 時 で,し か もお 互 い に深 く関 わ った,い わ ば裏 表 の 行 動 に

な って い る点 にある。 したが って,「 自分 」,「相 手 」双 方 の単 独 の行 動 を表 し

た表現 では十分 で はな い ことになるので あ る。

そ こで,ま ず 「席 譲 り」 の基 本 的構 造 となる 「行動A・J,決 定 権A・J,

利 益A」 を,そ れ を表 す の にふ さわ しい表 現 をす るための方法 について考 え

てい くこ とにす る。 その方法 の第 一は行 動 をA「 あ な た」 の行 動 と して 表 す,

つ ま り,「 自分 」 が 「立 つ 」 とい う こ とを言 うのではな くて,「 相 手 」 が 「座

る」 とい う こ と を表現 す る ことであ る。本 来 は行動 を 「J」 に す る方 が丁 寧

に な る の で あ るが,「 自分 」 に利 益 の な い行 動 をす る ことを表 に出す よりも,

「利 益 」 を有 す る 「相 手 」 の行 動 として示 す方が,「 席 譲 り」 の場 合 に は 自然

な表 現 に なる と考 え られ るのであ る。 方法 の第 二 は,「 決 定 権 」を 自分 側 に持

って くる ことで ある。つ ま り,本 来 な ら 「相 手 」 に 「決 定権 」 が あ るこ とが

「相手」への配慮 で あ り丁寧 さの表れ であ るが,決 定 権 を 自分 に移 す こ とが こ

の場 合 の丁寧 さにつ なが る と考 え るのであ る。 「席譲 り」はあ くまで も好意 か
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らの もので,「 利益」が 「相手」にあることは明 らかであ り,さ らにそれには

「自分」側の犠牲が前提 となっている。そのため 「相手」は遠慮することが考

えられる。相手側 に決定権 を残 しておけばそれは 「相手」の遠慮 を喚起する

ことにな り,「 自分」の好意からの申し出の実現の妨げ となってしまう可能性

がある。「申し出」の場合は相手の意向をきかずに行動することが逆 に丁寧 さ

の原則 にかなうことになるため,決 定権 を 「自分」に設定 したが,「 席譲 り」

の場合 も同様にr相 手」への配慮から,さ らに言 えば,「 相手」の遠慮 をあら

か じめ回避す るために 「決定権」 を 「自分」にお くと考えるのである。そう

すれば,こ の場合 は 「相手」の 「行動」 として表すが,「 自分」が 「決定権」

を持つ ことにより 「相手」の 「行動」への自分の行動の関わ りが明示 され る

ことになるので,相 手 と自分の両者が この行動に関与 していることが明 らか

にな り,好 都合になるのである。 これはいわば,「 相手」と 「自分」が共に関

わる行動を表す もの として,適 当だ といえる。 このような構造 を示す と 「行

動A・ 決定権J・ 利益A」 となる。

この 「AJARは,先 に提案 した 「行動展開表現」の中には存在 しない も

のである。これはつまり,「相手 に利益のあることを相手が行動するのに,そ

れを決めるのは自分である」 という,丁 寧 さの原則 に反 した ものだか らであ

る。その意味で は,こ れは,変 則的なものではあるが,し か しこの構造 こそ

が,「 席譲 り」表現の実態を表す ものなのである。

この構造 を典型的に表す表現 として考 えられるのが「座 って下 さい」である。

さらに敬語表現 としての「お座 り下 さい」という表現 は,よ り,「自分」に「利
4)

益」 のない ことが明確 になるため,「 席 譲 り」に は最 もふ さわ しい表現 とな る。

また,こ の状 況 にお い て さ らに 「相 手 」へ の配慮 を相 手 の決定権 を別 の形

で復活 させ るの は 「よか った ら/よ ろ しか った ら」とい う前 置 きで ある。「よ

か った ら/よ ろ しか った ら」 とい う 「相 手 」 の意向 を重視 した,即 ち相 手 の

決定 権 を強 調 す る よ うな表現 は,上 に述 べ た 「席 譲 り」 が や や 複 雑 な二重構

造 を持 つ とい う事 情か らす る と,「 相 手 」へ の配 慮 を最 大 限 に示 す表現 であ る
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ことにな るのであ る。

あるいは,こ の状 況 を一 言 で表 す 言 葉 と して 「どうぞ」が あげ られ る。 「ど

うぞ」 は この,「AJA」 の構 造 を持 つ表 現 と して考 え られ る。 さ らに また,

「決定 権 」が 「A」 に もあ る こ とを示 す 「よか った ら/よ ろ しか った ら」 を加

え て,「 よか った ら,ど うぞ。」 「よ ろ しか った ら,ど うぞ。」 とす る こ とに よ

って,[A・A/J・A」 とい う構 造 を持 った表 現 に な る と言 えるのであ る
。

以上述 べ て きた 「席譲 り」 の表現 を整理 す る と,次 の よ うに な る。

基 本 「行 動」=「J」 と 「A」 → 「A」

「決 定 権 」=「J」 と 「A」 → 「J」

「利 益 」=[A]

典 型 的 な表 現

「お す わ り くだ さい。」「どうぞ。」

さらに,「 決 定権 」 を 「A」 に持 たせ る こ とに よって,

「よ ろ しか った ら,お 座 り下 さい。」 「よ ろ しか った ら,ど うぞ。」

3「 提 供」 表 現

以上述 べ て きた 「席譲 り」表現 に類似 した表現 として,た とえ ば,客 に対

して 「飲 み物 や 食 べ 物 」 な どを勧 め る ときの表 現,「 召 し上 が って 下 さい。」

「ど うぞ。」「よろ しか った ら,召 し上 が っ て下 さ い。」「よ ろ しか った ら,ど う

ぞ。」 「よ ろ しか った ら,ど うぞ召 し上 が っ て下 さい。」な どが ある。 こうした

勧 めの表現 も「行動 」=「J」(「 飲 み物 や食 べ物 」を与 え る)・ 「決 定 権 」=「A」

(そ の 「飲 み物 や 食 べ物 」 を受 け取 る),「 利 益 」=rA」 とい う基 本 的構 造 を

持 って お り,そ の意 味 で も 「席 譲 り」 ときわ めて近 い ものであ る。

また た とえば,「 自分 」の持 ち物 を 「相 手 」に貸 した り,与 え た りす る とき

の 表 現 も同 様 で あ る。「お使 い下 さい。」「どうぞ。」「よろしか った ら,お 使 い

下 さい 。」な どの 諸 表 現 も,そ の根 底 に あ る構 造 は,「 行 動 」e「J」(「 持 ち物 」
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を与 える)・ 「A」(そ の 「持 ち物 」を受 け取 る),「 決 定 権 」=「JJ(与 え る 「決

定 権 」)・「A」(受 け取 る 「決 定権 」),「利 益 」8「A」 とな るわ けで あ る。

以 上 の よ うな,「 席 譲 り」 と同様 の構 造 を持 った表現 は,「 勧 め」 表 現 とも

「依 頼 」表 現 と も 「指 示 ・命令」表現 とも異 な る ものであ るが,こ こで はそ う

した表 現 の こ とを,「 提 供 」 表 現 と よぶ こ とに した い。即 ち,「 提 供 」 を 「表

現 意 図 」 と した 表現 とい うことで あ る。

「提供 」表現 は,こ れ まで に述 べ て きた よ うに,

「行 動 」=「J」(何 らか の所 有権 ・権 利 な どを」与 える)・ 「A」(そ

れ を受 け取 る)

「決 定 権 」=「J」(与 え る 「決 定 権 」)・「A」(受 け る 「決 定 権 」)

「利 益 」=「A」

とい う基 本 構 造 を持 ち,典 型 的 な表 現 と して は

「行 動 」=「A」 → 「受 け取 る」

「決 定 権 」=「J」(十 「A」)→ 「～ て くだ さ い」,「お ～ くだ さ い」(十

「よか った ら」)

「利 益 」=「A」

とす る こ とに よ って,

「(よろ しか っ た ら,)お(「 受 け取 り」〉 くだ さ い。」

「(よろ しか っ た ら,)ど うぞ。」

とい う こ とにな る。
J!

特 にプ ラス1,2な どの相 手 に対 して配 慮 した い場 合 は,ヂ 指 示 ・命 令 」 表

現 と同 じ形 で あ る 「～下 さい」を使 わず,「(よ ろ しか っ た ら)ど うぞ。」だ け

を使 う こ とに な る。 「相 手」に対 して配慮 す る場合,丁 寧 さの原 則 にか な う よ

う に,「 決 定 権 」を 自分 か ら相 手 に持 って きた り,「 利 益 」を 「相 手 」か ら 「自

分 」 に して表 した りす る ことが ある。 この場合,「 決 定 権 」 は本 来 は 「自分 」

で あ るが,「 よか っ た ら」 を使 う こ とに よ り 「相手 」に配慮 した こ とになって

いる。 この場合 「利益」が 「相手 」にあ る ことは明 らかで あ り,「 自分 」 に置
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くこ とはかな り不 自然 な ことにな る。仮 に相手 に配慮 して 「自分」 に持 って

くる と,「AAJ」 つ ま り 「依 頼 」表 現 に な リ,そ の表 現 は 「～ シ テモ ラエ マ

セ ン カ」な どとなって しまう。 これ をさけるた めに,「 ～ テ クダサ イ」を使 わ

な い こ とが選 ばれ るので あ る。特 に 「提供 」の場 合 ,席 を譲 る とい う状 況,

勧 め る もの が 目の前 に あ る とい う状況が あ るため,「 ど うぞ」 「よか っ た ら」

な どだ けで十分 にその意 図 を表 現 しうるのであ る。

4そ の他の 「行動典型表現」 との関連性

4・1「 忠告 ・助言」表現

先に見た ように,「 提供」表現 と 「忠告 ・助言」表現の違いは,「相手」 と

「自分」の行動が同時に起 こるか どうか ということであ り,「相手」の立場か

らだけ考 えると,こ の二つは同様 の構造 を持 っている。「相手」に 「利益」の

ある何 らかの相手の行動 を 「相手」にさせ るという点では同様である。たと

え 「利益」が相手にあった として も,「相手」に行動 を起 こさせるためには何

か条件が必要 となる。通常 は何 らかの権限を持 っているとか,相 手 に対 して

指導的な立場 にいるなどの条件である。「指示・命令」表現 「許可与 え」表現

といった 「相手」の 「行動」に対 し 「決定権」 を持つような場合は何 らかの

権限を持っている場合である。「決定権」 は 「相手」にある といって も,「 忠

告 ・助言」がで きるのは,指 導教授か ら学生に対 して,な ど指導監督すると
6}

いう立場,社 会的役割が設定できる場合 に限 られるだろう
。「提供」表現は,

そのような指導監督するという立場から相手の行動 を促すのではな く,自 分

の持っているものを相手 に提供する,あ る意味では自分側の犠牲 を伴 う行動

を起 こす ことによって相手 に行動 させるというものである。

4・2「 指 示 ・命 令 」 衰現

「忠 告 ・助 言 」で きる立場 が さ らに強 くな り,何 らか の権 限 が あ って 「相 手 」
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に 「行動」させ る場 合 は 「指示 ・命令 」表現 となる。「指示 ・命 令」表現 は 「行

動」=「A」,「 決 定 権 」=「J」,「 利 益 」=「J」 ・「0」 ・「A」 とい う構 造 を持

つ。 「利 益 」に関 して は,自 分,相 手,ど ち らで もな い とい う3通 りが 考 え ら

れ る。 「相 手 」 の 「行 動」に対 して 「自分」が 「決定権 」を持 つわ けであ るか

ら,「 自分 」 に何 らか の権 限 が あ る と考 え られ る場合で あ る。 「相手 」 に 「利

益」 のあ る場合が,こ の,「 提 供 」 表 現 と近 い場 合 で あ る。 「提供 」表現 との

違 い は,「 決 定権 」 で あ る。 「指 示 ・命 令」表現で は も ともと 「自分」 に 「決

定権 」が あるのに対 し,「 提 供 」表 現 で は 「相 手 」の 「決定権 」 を 「相手」が

遠 慮 しないた めに 「自分」 に設定 してい る。

「相手 」 に配慮 す る場 合 「指示 ・命令 」表 現の場合 は 「決定権 」 を相 手 に移

し,「 忠 告 ・助 言 」表 現 とな る。 指 導教授 が大学院生 に「学会 に行 って下 さい。」

で はな く,「 学 会 に行 った 方 が い いで す よ。Jと い う よ うな場 合 で あ る。

4・3「 勧 め 」 表 現

「自分 」 が何 か を提 供す るこ とに よって相手 に行動 させ る 「提供 」 と,「 自

分 」 の何 らか の立 場 に よっ て相手 に行動 させ る 「忠告 ・助言」 の中間段階 と

して,何 も提 供 しな い し,何 の立 場 もな い が,た だ単 にい い と思 った か ら相

手 に勧 め るとい う場合 もあ る。 この場合 は 「忠告 ・助 言」の 「シタ方ガ イイ

デス ヨ」,「提 供 」の 「シテ ク ダサ イ」で はな く,rシ タ ラ ドウデ ス カ」が典 型

的 な表 現 だ と言 える。

以 上 に 「依頼 」表現 を加 えて表 にす る と次 の ようにな る。

典型的表現 指導的立場 決定権 利益

頼

供

め

告

示

依

提

勧

忠

指

シテ モ ラエ マ セ ンカ

シテ クダ サ イ

シ タ ラ ドウ デ ス カ

シ タ ラ イ イ デ ス ヨ

シ テ ク ダ サ イ

無

無

無

有

有

A

(A)・J

A

A

J

J

A

A

A

A
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5関 連 表 現

「提供」表現以外 に自分 と相手が行動する場合の表現
,さ らに,「 どうぞ」

「いかが」などについて も考 えてみる。

5・1「 セ ール ス」 表 現

まずi「 提 供 」表 現 に近 い もの として,何 か を売 る よ うな場 合 の表 現 が考 え

られ る。何 か 自分 の売 りた い ものを 「これ ,買 い ませ ん か。」と相 手 に勧 め る

よ うな場 合で あ る。 この場合 も 「相手 」 は買 う/「 自分 」 は売 る とい う裏 表

の行 動 を とる とい う構 造 になってお り,「 自分 」 の持 っ て い る もの を 「相手 」

に勧 め る とい う 「提供 」 と同様 の構造 になってい る
。 ただ,そ れ は無 償 で は

な く,提 供 す る 「自分 」 に も実 は 「利 益」 があ る ことで ある
。 自分側 の利益

について は隠 されて いる。 この場 合 は 「自分」側 の 「利益 」 は隠 し
,自 分 の

関 与 を 目立 た な い よ う にす る ことが肝 要で ,あ た か もた だ単 に 「相 手 」 の利

益 にな るか ら勧 めてい るとい う見せ か けで表現 して いるので ある
。表面的 に

は 「行動 」=「A」,「 決 定権]茸 「A」,「 利 益 」=「A」 とい う典 型 的 な 「忠 告 ・

助 言 」 の 型 であ る。 しか し,実 際 に は 「自分 」 の 「行 動 」 と 「自分」 の 「利

益」が あ り,明 示 され て い な い。 「自分 」 に犠牲 が伴 う故 に 「相手 」の遠慮 を

引 き起 こしかねない 「提供」 と異 な り,「 自分 」 に も 「利 益 」が考 え られ る点

が大 き く異 なって くる。 この場合 ,「 忠 告 ・助 言 」や 「勧 め」で用 い られ る 「シ

タライイデス ヨ」や 「シタラ ドウデスカ」で はな く
,「 シマ セ ンカ 」が 用 い ら

れ る。 また,「 ど うぞ 」で は な く,「 い か が(で す か)」 が 用 い られ る
。 これ を

「セー ル ス」表現 とよぶ こ とに した い。

もち ろん,「 シマ セ ンカ」 「いか が で す か 」 はセールスの場合 にのみ用 い ら

れ るので はな く,「 勧 め」 や 「誘 い」 の場 合 に も使 われ る表現 で ある
。

「提供 」表現 をめ ぐって97



5・2「 質 問」 表 現

次 に同 様 の場 合 として,「 自分 」の もの を勧 め る場 合 で も,相 手 が それ を欲

して い るか どうか確信 が持 てない場合 も考 えられ る。相手 に利益 があ るか ど

うかわか らない場 合で あ る。 この場合 は もちろん相手 の利 益が確信 で きない

の であ るか ら決定権 を自分側 に持 って くる ことはで きない。決定権 は相手 に

残 した ままであ る。 これ は単 なる質問 と同 じ形 にな る。具体 的な表現 として

はrコ ー ヒー飲 み ます か。(飲 む な らいれ ます け ど)」 と言 うよ うな こ とに な

る。 相 手 が 自分 の家 にいて,客 に飲 み物 を勧 め る可 能 性 が あ るな どの状況が

あ る場合,後 半 の 「飲 む な らいれ ます け ど。」とい う表現 は必 ず しも必 要で は

な く,「 コー ヒー飲 み ます か 。」だ け で十分 それが表 され る。 この場合,「 いか

が で す か。」 も用 い られ る。

「コー ヒー飲 み ますか。」 は,た だ単 に質 問 す る場 合,或 い は一 緒 に喫 茶 店

に入 ろ う,と 誘 う よ うな場 合 に も使 わ れ る。 その質問 の結果 自分が コー ヒー

をいれ るよ うな状 況が ある場合 に,「 提 供 」と同様 の状 況 が考 え られ る とい う

ことで ある。

以上 を表 にす る と次 の よ うにな る。

自分の関与 決定権 利益

忠告助言

セールス

提供

質問(提 供)

質問

シ マ セ ンカ

シマ セ ンカ

シ テ ク ダサ イ

シ マ ス カ

シマ ス カ

いかが

どうぞ

いかが

無

有

有

有

無

A

A

tA)・J

A

A

A

A{J}

A

?

?

5・3「 い かが 」 と 「ど うぞ」

「い か が 」,「どうぞ 」は他 の状 況 にお い て も用い られ る表現 で はあ るが,「 提

供 」の関 連 表 現 として使 わ れ る場合 に,両 者 の違 いが 見 られ る。 「い か が」と

「どうぞ」を比 べ てみる と,ど ち ら も 自分 の関 与 が あ る場 合 に使 われ る点で は
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共通 しているがa相 手の意向をどのように考えるかによって異なって くる
。

「いかが」は自分の関与があるものの,相 手がそれを好 むか どうかわからない

という状況 において使われると言える。相手の意向,決 定権 を重視 した表現

が 「いかが」である。逆 に,相 手がそれを好む と確信で きる場合
,或 いは(特

に相手が好 むとわかっているような)具 体的な ものが目の前にあるような場

合 には 「どうぞ」が用い られる。ただ しそのものは自分の提供するものに限

られ る。パーティーで料理 を勧め,「 どうぞ」と言 うことができるのは主催者

だけである。客同士が 「どうぞ」 と勧めあうことはで きない
。客同士が言 え

るのは自分の関与がない 「忠告 ・助言」である 「食べませんかJ
,あ るいは,

「これ,お いしいです よ」な どの情報交換だけである。同様に,レ ス トランな

どで一緒 に食事 をする場合に 「どうぞ」 と言ったな らば
,そ れは自分の招待

であることを明言 していると言えるのである。

6お わ り に

以上,「 提供」表現 をめ ぐってその構造や関連表現 について考察 してきた
。

今 までの研究同様,表 現意図が明 らかにな らない分析 は行わなかった
。今後,

その他の行動展開表現についても考察すると共 に,実 証的な調査,分 析 も行

ってい く必要があろう。

注

1)坂 本 恵 ・蒲 谷 宏(1995)「 『申 し出』表 現 につ いて 」 『国 語 学 研 究 と資 料 』第19

号 。

2)以 下i典 型 的 な表 現 をカ タ カナ表 記 で 表 す が ,こ れ は,「 して あ げ よ う」,「し

て あ げ ま し ょ う」,「 して差 し上 げ ま し ょ う」な どの代 表 形 と して表 した もの で

あ る。

「提供」表現をめぐってg9



3)行 動展開表現 について は 坂本 ・川 口義一 ・蒲谷(1994)「 『行動 展開表現 』

について」 『日本語教育』82号 を参照。

4)rお ～ 下 さい」 と 「～ て下 さい」については前田広幸(1990)「 『～ て下 さい』

と 『お～下 さい』」『日本語学』第9巻 第5号 な どに 「お～下 さい」は依頼 のよ

うな,受 け手 の動作 が話 し手 の利 益 になる場合には使いに くいことが示されて

いる。

5)相 手(A)の 上下関係 の位置づ けを次 の ような4段 階 で設定 してい る。相手

の位置づ けと実際の表現 とは密接な関わ りがある。

+2レ ベ ルAは 年齢差 の ある上 司 ・教師 な ど。

「先生 もおいでにな りますか。」などの 「文話」 となる。

+1レ ベルAは 年齢差 の少 ない上司 ・教 師な ど。

「先生 もいらっしゃいますか」な どの 「文話」 となる。

0レ ベルAは(特 に関わ りのない)初 対面 の人 ・余 り親 し くない同年輩

の人など。

「あなた も行 きますか」な どの 「文話」 となる。

-1レ ベ ルAは 親 しい友 人 ・家族 な ど。

「お まえも行 くか。」などの 「文話」 となる。

6)「 社会的役割」 に関 しては,蒲 谷 ・川 口 ・坂本(1993)「 依頼表現 方略の分析

と記述」 『早稲田大学 日本語研究教育センター紀要』5号 を参照。

〈本稿 は川 口i',蒲 谷宏 と共 に行 ってい る「待遇 表現研究会」での研究の成果

である。〉
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